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第２学期スタート

８月２７日（火）、第２学期始業式が行われま
した。軽部校長は式辞の中で、禅語「看脚下」を
紹介されました。「看脚下とは、今、自分がここ
で何をしなければならないかを、とっさに看取っ
て実践することで、単に足下を看るだけでなく、
今ここで何をせねばならないかを察知して、それ
を確かに実践すること。自分の足下をよく看て、
しっかりと歩みを進めてほしい」と述べられまし
た。
始業式の後、表彰伝達式、生徒会役員任命式、

野澤賞授与式、壮行会が行われました。野沢賞授
与式では、佐藤務理事長から卒業生１６名に野澤
賞（賞状・メダル）が授与され、受賞者を代表し
て柴山大輝君（東北大学歯学部）が謝辞を述べま
した。本賞は本校に在籍していた３年生の生徒の
うち、(1)最高学年で学業人物ともに最も優秀な
者、(2)在学中、運動において、関東大会優勝、
全国大会で入賞以上の成績をあげた者、(3)人文
科学部門、自然科学部門、文芸部門、芸術部門で
前項に類する成績をあげた者等に授与されるもの
で、本賞受賞者の中から野澤一郎育英会奨学生と
して推薦されます。今年度は、８月２日（金）に
野澤賞受賞者１６名と県内高校から推薦された奨
学生４５名の計６１名に対して、奨学金各３０万
円が野澤一郎育英会から贈られ、奨学生を代表し
て山崎頌太君（横浜国立大学理工学部）が謝辞を
述べました。

吹奏楽部が東関東コンクールへ!
山岳部が関東大会へ!ｅスポーツで国体へ!

吹奏楽部は県吹奏楽コンクールで金賞を受賞す
るとともに、県代表としても選考されました。山
岳部は、県大会で準優勝し、関東大会出場を決め
ました。また、本校の１年生チームが「ｅスポー
ツ」サッカーの県代表決定戦で優勝し、国体に出
場することとなりました。始業式後に壮行会を行
い、全校生徒で激励しました。

【吹奏楽部】
◎第25回東関東吹奏楽コンクール高校Ｂ部門
期 日 ９月１４日（土）
会 場 千葉県千葉市・千葉県文化会館
堂々とした迫力のある演奏で、金賞を受賞し

ました。東日本コンクール出場まであと少しと
いう好成績でした。

【山岳部】
◎第63回関東高等学校登山大会
期 日 10月４日（金）～10月６日（日）
会 場 群馬県利根郡みなかみ町・片品町
出場者 宮田裕介(２年)、羽石匡徳(２年)、

古口 航(１年)、横山 慶(１年)

【ｅスポーツ・ウィニングイレブン】
◎全国都道府県対抗ｅｽﾎﾟｰﾂ選手権2019IBARAKI
（いきいき茨城ゆめ国体）
期 日 10月４日（金）～10月６日（日）
会 場 茨城県つくば市
出場者 只木康太郎(１年)､福田涼太朗(１年)､

鈴木隆大(１年)、古海日向(１年)、
中島憂希耶(１年)

第４１回校内合唱コンクール

８月２９日（木）、第４１回校内合唱コンクー
ルが、真岡市民会館を会場に開催されました。今
年は課題曲が校歌と百二十周年記念讃歌の二曲で
あったことと短い練習期間だったため心配してい
ましたが、各クラスともに、例年以上に男子校生
らしい力強い歌声をステージに響かせました。真
高生の集中力の高さ、最後の伸び、本番での力強
さを十分に感じさせてくれました。今年も快く招
待演奏を引き受けてくださった真岡女子高校合唱
部のさわやかな歌声には会場全体が魅了されまし
た。また、外部審査員をお願いしました元益子中
学校校長の石塚正美先生、真岡女子高等学校の渡
邉聖子先生には今年も大変お世話になりました。
ありがとうございました。
栄えある優勝は自由曲「一詩人の最後の歌」を

歌った３年５組、準優勝は３年１組、３位は１年
４組、１年生が上位に食い込みました。

創立120周年記念第41回校内合唱コンクール結果
順位 クラス 自由曲
１ ３－５ 一詩人の最後の歌
２ ３－１ 紀の国
３ １－４ あの空へ～青のジャンプ
４ ３－２ 斎太郎節
５ ２－３ いざ立て戦人よ

指揮者賞 髙田 治知（３－５）
伴奏者賞 堀江 凌賀（３－５）

＜優勝クラス発表の瞬間＞



創立120周年記念白布祭開催

創立120周年記念として、令和初の白布祭が、
「白布永劫～受け継がれる白布の誇り、新時代を
“今”生きる～」のスローガンのもと、８月３0
日（金）・３１日（土）の二日間にわたり開催さ
れました。
３１日の一般公開日は、天気が心配されました

が、雨が降ることもなく、無事に日程を終了する
ことができました。約１６００名の来場者があり、
展示に発表、公演、販売等多くの催し物に好評を
得て大変な盛り上がりを見せました。

＜白布祭の最後を飾る応援団フィナーレ＞

生徒会新役員任命式

８月２７日(火)の第２学期始業式の後、真岡高
校の新しい生徒会役員が任命されました。任命書
授与の後、新会長あいさつに続いて、旧会長退任
あいさつ、校長式辞がありました。阿部前会長を
中心に、旧役員は「スマホの使い方の提言」等を
主体的に発信してくれました。旧役員の皆さん、
大変御苦労様でした。梁新会長を中心に生徒会活
動が更に活発になることを期待しています。

生徒会新役員

会 長 簗 拓 真 （２－１）
副会長 小 瀧 椋 雅 （２－５）
副会長 竹 澤 日菜太 （１－３）
書 記 有 江 冬 馬 （２－５）
書 記 石 川 恵 羅 （２－５）
会 計 舘 野 琢 哉 （２－１）
会 計 手呂内 天 翔 （２－４）
会 計 大 平 康 喜 （１－４）
会 計 仁 平 陸 矢 （１－５）
監 査 青 栁 虎 流 （２－５）
監 査 櫻 井 瑞 倫 （２－５）
監 査 金 田 聖 太 （１－４）
議 長 西 山 湧 一 （２－２）
副議長 岡 本 真 尋 （１－１）

一日体験学習実施

中学生を対象とした「一日体験学習」が、８月
２０日（火）に開催されました。県内外の中学校
から生徒３３２名、保護者２２８名、先生方３名
の合計５６３名の参加がありました。雨が降り、
足下が悪い中、多くの方に参加いただきありがと
うございました。

講堂での校長先生の挨拶、本校生徒会役員によ
る部活動や学校行事の説明の後、本校２年生の案
内で課外授業など校舎内を見学しました。その後、
中学生は教室に入り、中学校ごとに分かれてグル
ープ別相談会を行いました。グループの中学校出
身の本校生が、学校生活について説明したり、中
学生の質問に答えたりしました。本校生の説明を
熱心に聴く姿が見られました。また、保護者・先
生方には、教頭及び進路指導部長から「学校案
内」などの資料を用いて、本校の概要や学習・進
路について説明を行いました。参加した中学生か
らは、「参考になった」「良さがわかった」「部
活動の様子がわかった」などの感想が、保護者の
方からは、「文武両道の進学校としてこれからも
発展してほしい」との御意見が寄せられました。

行事予定
１０月
１日（火） 上着着用登校
２日（水） ２年中間テスト（～４日）

ライトダウンデー
３日（木） 平日課外
４日（金） 修学旅行オリエンテーション(5,6限)

３年全統記述模試
５日（土） ３年全統記述模試、土曜開放
８日（火） ２年修学旅行(～11日)
９日（水） １・３年中間テスト（～11日)

１０日（木） 大学視察研修
１１日（金） ３年進研記述模試
１２日（土） ３年進研記述模試、土曜開放
１５日（火） 修学旅行事後指導(2年1･2限)

第３回ＰＴＡ理事会
１６日（水） マラソン大会・駅伝大会事前健康

相談
１７日（木） 栃木県高Ｐ連PTAｽｸｰﾙ(～18日)
１８日（金） 進路集会(2･3年)

３年全統マーク模試
１９日（土） ３年全統マーク模試、土曜開放

サタデーセミナー（1,2年）
２１日（月） 創立120周年記念第60回校内マラ

ソン大会
秋季教育実習(～11/17)

２４日（木） 創立120周年記念講演会
１，２年科目類型選択調査

２５日（金） 創立120周年記念式典
２６日（土） 土曜開放
２９日（火） 第４回校内模試（～30日）

第２回学力ﾃｽﾄ(1年､2年～30日)
３０日（水） 平日課外

メール配信システムへの登録をお願
いします。

本校では、荒天時の臨時休業等、学校からの連
絡を一斉に送信するメール配信システムを導入し
ています。このシステムでは生徒一人につき３つ
までアドレス登録ができますので、保護者の皆様
には是非御登録をお願いします。メールアドレス
を変更された場合、掲示板トップページから「登
録メールアドレス解除」を行ってから、再登録を
お願いします。
登録する場合は、下記アドレス宛に空メールを

送信してください。

smbstar@schit.net


